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以上のように論文が作品の背景を十分に説明するものであり、記述や構成も破綻なく構成されていること
から、審査員の同意のもと博士学位に相当するものとして意見の一致をみた。 
 
 
（作品審査結果の要旨） 
蔡  瑩臻氏は、水平線をテーマに自身のイメージを形にするために陶芸の素材及びその技術を利用し、トポ
ロジカルな浮遊感漂う立体作品を制作した。イメージの源泉は夢であり、ファンタジー溢れたポップな世界
の創出には、自然のなかで夢を膨らませた幼少期の台湾の自然環境が影響している。作品のタイトルにある
「Laputa」とは、ガリバー旅行記の「空飛ぶ島」から引用されており夢の空間を意味する。 
陶芸では轆轤上で土が立ち上がること,すなわち、器形としての底と口の関係を前提として制作することが
基本であるが、蔡  瑩臻氏の作品は上部と下部にわかれた世界が内部空間と外部空間を行き来するように形作
られ一体化した形態がみられるという大きな違いがある。これを技術的な側面からとらえると石膏型鋳込み
成形やタタラ型押し成形そのものが持っている制作上の構造と一致する点がある。シュルレアリズムやスタ
ジオ・ジブリのアニメーション作品から触発されたイメージを蓄積させながら、陶芸の制作工程の中にある
立体物の成り立ち方自体が、作品の形状となった。その実現には素材である陶土の軽量化を図るため、陶土
に新聞紙を5%から10%混ぜる方法を確立し、型で成形したものに手びねりで形をつなげていく造形の方法のた
めに石膏型の乾燥を防ぐ方法を考案した点など陶芸技法の常識にとらわれず作品制作を展開した。一方、陶
芸特有の焼成を経ることで起きるマチエールを伴った彩色の変化などに関してやや平板さを感じる部分は、
今後の課題としたい。 
水平線の上下世界の造形は一般に陶芸作家が轆轤成形から発想する立体物とは違う様相を示している点、
展示スペースにおいては、逆転のコンセプトのもと非日常の空間を表出させた点など、総合的に見て博士学
位に相当する作品と評価する。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
蔡 瑩臻氏は、国立台湾芸術大学の工芸設計大学院を修了し、本学の研究生として入学した後、博士課程に
進学した学生である。 
博士論文と提出作品のテーマである水平線の上下世界は、台湾芸術大学時代の制作テーマの一つでもあ
り、来日当初の提出作品にその片鱗が見受けられた。三章からなる本論文の一章では、作品コンセプトでも
ある作者の夢に対する世界観をファンタジーやアニメ、シュルレアリスムなど自身の影響を受けた作品を上
げ、また台湾の自然や果実などからイメージを積み重ねたこれまでの自作を例に、人間、現実、自然につい
て論じている。第二章では、陶芸の多面性として制作工程から得られた実証的な成形方法と自作を例に上げ
た、デザイン、機能、材質、空間表現と論述を展開している。第三章では、博士修了制作のコンセプトと制
作プロセスから成形技法と共に詳細な記述が工程写真を添えてなされ、後進の参考資料として貴重なものと
言える。 
提出作品「Laputa-sky」・「Laputa-sea」・「Laputa-mountain」は、「Laputa-sky」４点、「Laputa-sea」１
点、「Laputa-mountain」２点からなる組み作品である。この３作品に共通するテーマの上・下と内・外の相
対峙し、繋がりを持つ世界観は、作者の独特な感性で造形され非現実な夢の世界を創出する事に成功してい
る。論文の第三章にある幻想の空間：「逆転」のコンセプト、サイケデリックな造形、瞬間の永遠化、の中で
述べられた作者の素直な想いが想起される秀作である。経験を重ねた石膏型による成形技法は、制作するご
とに進化しており常識にとらわれない成形法は新たな造形の可能性を予感させるものとなっている。また、
展示方法にも工夫を凝らし、これまでガラスとの組み合わせによる作品を数多く手がけてきたが、作品の大
きさに限界があり金属との組み合わせにより大作に挑戦出来たことは、今後の作品への期待を膨らます要素
となるであろう。ただ、素材に対する解釈や焼成釉薬についての研究には多くの課題と可能性があり、さら
なる研究制作を進めていく事に期待したい。 
以上、論文と作品の整合性のとれた発表に、審査員の合意を得て博士学位に相当するものとした。 
